
 

 

「そよかぜ」・・・このタイトルのように 

佐久市に社会教育の風を吹かせ、 

生涯にわたって学び続け、互いに支え合い、

高め合う市民を目指していきましょう！ 

 

■ 「あなたはどう生きる？人生 100年時代！」 

～主役はあなた、明るく心豊かな社会の実現～ 

11 月７～８日、埼玉県川越市で開催された「第 50 回関東甲信越静社会教育研究大

会」に参加しました。 

人生 80 年といわれた時代から、100 歳まで生きられ

るかもしれないと思える時代を迎えようとしていま

す。100 歳になった自分を想像したときに、どのような

社会が私たちを待ち受けているでしょう。 

たまには現実で抱える不安に少しだけ目をつむり、

何十年も先の未来の「こうだったらいいな」や、「なりたい自分」を想像してみてはい

かがでしょうか。いくつ歳を重ねても、チャレンジする青年の気持ちを持ち続けるこ

とができたなら、あんがい 100 年が短く感じられるかもしれません。  
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■ 大盛況  佐久市子どもまつり開催 

～社会教育委員はスタッフとして初めて参加！～ 

6 月 30 日、野沢会館にて「佐久市子どもまつり」が開催された。当日の朝は、あい

にくの雨天。参加者の出足が心配されたが、何と 1300 名近くの親子・家族・市民の

皆さんが来場。 

「紙とんぼ」「みわくのスライム」「割りばしでっぽう」作りなどのものづくり体験

コーナー、「コマ回し・けん玉・折り紙」などの昔の遊び体験コーナー、子ども未来館

出前教室や佐久市中学生海外研修の報告・展示など 18 のブース、コーナーが、終日

大勢の人でにぎわいました。特別企画として、お湯を注ぐだけでご飯になる「アルフ

ァ化米の試食コーナー」にもたくさんの方が来場。災害時での非常食の試食体験も大

好評でした。 

子どもまつりスタッフには、小学生のジュニアリーダー研修生、中学生や高校生な

どの学生ボランティアスタッフが運営の中心として活躍し、親切で丁寧な対応を感謝

されました。青少年の力を頼もしく感じ、来場された皆さんの笑顔が最高でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞紙でエコバッグづくり 

まずはおもちゃを入れるバッグ作りから 
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子どもまつり当日、会場の各ブースを熱心に回っている高齢の女性に会いました。

声をかけたらその女性は「ボランティアでお邪魔しているデイサービス。そこに集

う皆さんに楽しんでもらうためのヒントを学ぶ」ために各ブースを回っているとの

こと。この女性の学ぶ意思や行動する姿に教えられ、勇気をもらった子どもまつり

でした。 
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 小林 一 

新聞紙でスリッパ折れたよ！ 

ちゃんと履けるんだよ。 

みわくのスライム 

A 液と B 液を混ぜて、良く振って

下さいね！ 

アルファ化米の試食体験 

青少年サポーターの皆さんと社会教育委員とでブース設営、

いざという時のために私たちも学び、来場の皆さんに試食の

おにぎりを提供しました。 

紙とんぼ、割りばしでっぽう、プラメダル… 

教える方も教わる方も、ステキな体験です。 



■ 7 月に委員が変わりました（☆新任） 

氏名 選出母体 氏名 選出母体 

☆柳澤 博 佐久市立岸野小学校長 ☆依田 誠一 
佐久市少年センター補導委員協議会

会長 

☆榊 重雄 
佐久市地域公民館連絡協議会 

会長 
小林  一 学識経験者（佐久地区） 

中澤 功 
佐久市社会教育委員会議 委員長 

佐久市人権同和教育推進員 
栁澤 優子 

佐久市社会教育委員会議 副委員長 

学識経験者（臼田地区） 

畠山 文雄 
佐久市スポーツ推進委員会 

副会長 
☆依田 元子 学識経験者（浅科地区） 

奥村 繁子 パートナーシップ佐久 会員 依田 とく代 学識経験者（望月地区） 

 

☆ 柳澤 博 ： 社会教育委員として、学校・家庭・地域が 1 つになって教育活動が行え

るよう努力して参りたいと思います。どうぞ、よろしくお願い致します。  
 

☆ 榊 重雄 ： 社会教育委員の会を通じ、多様な学習機会の提供拡大と指導者の育成を

はかり、明るい地域づくりを進めていきたい。                                                                                                        
 

☆ 依田 誠一： 「まちづくりは人づくり」と言われますように、学校教育はもちろんの

こと、地域社会全体で、未来を拓いていく人材の育成が重要であり、教

育の果たす役割は、ますます大きくなると考えます。                                                                                                                                                           
 

☆ 依田 元子： 令和元年の新時代から２年間、社会教育委員という大切な役を担当する

ことになりました。これからさらに社会教育の勉強を深めて

まいりたいと思いますので、宜しくお願いします。  

 

 

■ 編集後記 

佐久市に甚大な被害をもたらした台風 19 号。被災された方々に心よりお見舞い申

し上げます。今回の社会教育委員だよりを手にしている皆さんの中にも被災で大変な

生活を送られている方がたくさんおられると思います。先ずはお見舞い申し上げると

ともに、一日も早い生活再建を社会教育委員一同、心よりお祈りいたします。 
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